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抗 菌 力:Cefodizime(THR-221)に つ い て 臨 床分 離 菌 に対 す るMICを 測定 し,CZX,CPZ,CTMの そ

れ と比 較 した。S.aureus27株 で は,THR-221は3.13～50μg/mlに 分 布 し そ の ピー ク は3,13と6.25

μg/mlに あ り,CZX,CPZ,CTMに 比 し劣 った 。E.cozi27株 で は,THR-221は0.05μg/ml以 下 ～

0.39μg/mlに 分 布 し ピー ク は0.1μg/mlに,K.pmmniae27株 で は,THR-221は0.05μg/ml以 下 ～

0.2μg/mlに 分 布 しピ ー ク は0.1μg/mlに あ った 。 と もにCZXよ り劣 り,CTMと 同 程 度,CPZよ り

優 れ た 抗 菌 力 で あ っ た。P.mirabilis25株 で は,THR-221は0.05μg/ml以 下 ～0.78μg/mlに 分 布 し

ピー ク は0.05μg/ml以 下 にあ り,CTM,CPZよ り優 れCZXと 同程 度 の抗 菌 力 で あ っ た。P.vulgaris

27株 で は,THR-221は0.05μg/ml以 下 ～12.5μg/mlに 分 布 しピー クは0.05μg/ml以 下 に あ り,CZX

よ り若 干 劣 るがCPZ,CTMよ り優 れ た抗 菌 力 で あ った 。M.morganii26株 で は,THR-221は0.05μg/

ml以 下 ～1.56μg/mlに 分 布 しピ ー ク は0.05μg/ml以 下 に あ り,CZX,CTM,CPZよ り優 れ た抗 菌 力

で あ っ た。Serratia27株 で は,THR-221は0.1～100μg/ml以 上 に 幅 広 く分 布 しCZXよ り劣 り,CPZ

と同等,CTMよ り優 れ た 抗 菌 力 で あ った。P.aeruginosa27株 で は,THR-221は3613～100μg/ml以 上

に分 布 しピー クは12.5μg/mlと100μg/ml以 上 に あ り,CPZよ り劣 る抗 菌 力 であ った 。

臨床 的検 討:肺 炎9例,肺 気 腫+急 性 気 道 感 染1例,肺 化 膿 症1例,。 慢 性 気 道 感 染 症 急性 増 悪6例,

急性 気 管 支 炎+気 管 支 喘 息1例 の 計18例 にTHR-221を 使 用 し,の ち に 感 染 症 状 が は っ き り しなか っ

た急 性 気管 支 炎+気 管 支 喘 息 を除 く17例 を効 果 の 判 定対 象 と した 。 男性14例,女 性4例 で,36～84歳,

1日 投 与量2～4g(分2),投 与 日数3～21日(平 均13.1日)で あ った 。 臨床 効 果 は,有 効 以 上 は64.7%,

や や有 効 以 上 は88.2%で あ っ た。 細 菌 学 的効 果 はS.pneugnoniae1株,S.aureus1株,S.epgdermidis 1

株,H.influenzae2株,P.mirailis1株,P.aeruginosa1株 が 除 菌 され,投 与 後 にE.faecalis1株,E.

cloacae1株,P.aeruginosa2株,A.anitratus1株 が 分 離 され た 。 臨 床 検 査 値 異 常 と して 好 酸 球 増 加2

例,GPT上 昇1例 が み られ たが いず れ も軽 度 で あ っ た。

Cefodizime(THR-221)は べ キ ス ト社 とル セ ル社 で 合 成,

開発 された新 しい注 射 用 セ ブ ェム系 抗 生 剤 で あ る。 本 剤

はセ フ ァ ロス ポ リ ン骨 格 の7位 にCTXと 同 様 のsyn-

methoxyimino-aminothiazolyl基 を有 し,そ の優 れ た特 性

を保持 して い る。 同 時 に3位 にmercapto-thiazolyl基 を

配 したた め,代 謝 を受 け ず に長 い半 減 期 を有 して い る。

細 菌学 的検 討 結 果 で は,腸 内細 菌 群 の他S.pyogmes,S.

pneumoniae, H. influenzae, N. gonorrhoeae に対 して 強い

抗菌力 を示すなど,広 域の抗菌 スペ ク トルを有 してい る。

また優れた臓 器 ・組織移行性 を示 し,さ らに生体防御能

の増強作用が示唆 されている1)。

このような特徴 を有する本剤 を臨床的に使用する機会

を得 たので,私 どもが測定 した試験管内抗菌力ならびに

臨床的検討結果について報告す る。

1.研 究 方 法

1.試 験 管内抗菌力

昭和58年1月 から昭和59年9月 まで に当科で分離 され

たS.aureus27株,E.coli27株,K.pneumoniae27株,P

mirabilis25株,P.vulgaris27株,M.morganii26株,Serr-

atia27株,naeruginosa27株 について 日本化学療法学会

標 準法2)に よ りTHR-221のMICを 測定 し,Ceftizoxime
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(CZX), Cefoperazone (CPZ), Cefotiam (CTM) の成 績 と

比較 した。THR-221は 大鵬薬 品工業株式 会社,CZXは

藤沢薬 品工業株 式会社,CPZは 富 山化学工業株式会社,

CTMは 武 田薬 品工 業株式会社 よ りそれぞれ分与 された

原末標 品を用 いた。接種菌量は106 cells/mlで ある。

2. 臨床的検討

各種呼吸 器感染症18例 にTHR-221を 投与 し,臨 床効

果,細 菌学的効果,副 作 用につ いて検討 した。

1) 対象症例

投与対象 は昭和61年5月 か ら昭和61年10月 までに名古

屋市立大学医学部第一 内科お よび関連病院である名古屋

市立東市民病院内科,愛 知県立尾張病院内科に入院 し,

試験参加の同意 を得 た18例 である。男性14例,女 性4例

で年齢は36～84歳(平 均64.4歳)で ある。疾患の内訳 は肺

炎9例,肺 気腫+急 性気管支炎1例,肺 化膿症1例,慢

性気道感染症急性増悪6例,急 性気管支炎+気 管支喘息

1例 であ り,感 染症状に乏 しかった急性気管支炎+気 管

支喘息 を除いた17例 を効果 判定対象 とし,副 作用お よび

臨床検査値異常の検討は全例 を対象 とした。

2) 投与量お よび投与方法

1日 投与量 は2gが14例,4gが3例,1gよ り2gへ

変更 した1例 であ り,変 更例 を除 き朝,夕 の2回 に分割

投与 した。すなわ ち,1回1gま たは2gを 各種竜解質

液100～500mlに 溶解 し30～120分 間で点滴 静注 した。

投 与 日数は3～21日(平 均13.1日),総 投与 量は4～56g

(平均29.9g)で あった。

3) 効果判定基準

効果判定は臨床効果 と細 菌学的効果に分けて検討 した。

臨床 効果 は体温,咳 嗽,喀 疲の量お よび性状,胸 部 レ

線像,白 血球 数,CRP,赤 沈値な どの改善 を指標 として,

次のよ うな基準に より各主治医が判定 した。

著効(Excellett):本 剤投 与後7日 以内に 自他覚 的所 見

の著 しい改善がみ られた もの。

有効(Good):本 剤投与後7日 以内に自他覚的所見の明

らかな改善がみ られた もの。

やや有効(Fair):本 剤投与後7日 以内 に自他覚的所見

の軽度の改善がみられた もの。

無効(Poor):本 剤投与後7日 以内に自他覚的所見の改

善がみ られなかった もの。

判定不能(Unknown):臨 床効果 を判定で きない もの。

細 菌学的効果 は分離菌 の動 向によ り消失(Eradicated),

減少(Decreased),菌 交代(Replaced),不 変(Unchanged),

不 明(Unknown)に 判定 した。

II. 研 究 成 績

1. 試験 管内抗菌力

1) S.aureus

Fig.1に 示 す よ う に,THR-221のMICは3.13～50

μg/mlに 分 布 しそ の ピ ー ク は3.13と6.25μg/mlに あっ

た 。CZXのMICは1,56～100μg/ml以 上 に あ りその ピー

ク は1.56μg/mlに あ っ た 。CPzのMICは0.78～25μg/

mlに 分 布 しそ の ピ ー クは1.56μg/mlに あ った 。CTMの

MICは0.39～12.5μg/mlに 分 布 し そ の ピー クは0.78

μg/mlに あ った。THR-221はCTMよ り3段 階,CPZよ

り2段 階,CZXよ り1段 階 程度 劣 る成 績 で あ った。

2) E.coli

Fig.2に 示 す よ う に.THR-221のMICは0.05μg/ml

以 下 ～0.39μg/mlに 分 布 しそ の ピー ク は0.1μg/mlに あ

っ た。CZXのMICは0.05μg/ml以 下 ～0.1μg/mlに 分

布 しそ の ピー ク は0,05μg/ml以 下 に あ う た。CPZの

MICは0.05μg/ml以 下 ～25μg/mlに 分 布 しその ピーク

は0.1μg/mlと0.78μg/mlに あ っ た。CTMのMICは

0.05μg/ml以 下 ～0.39μg/mlに 分 布 しそ の ピー クは

0.05μg/ml以 下 に あ っ た。THR-221はCTMと 同等,

CPZよ り2～3段 階 程 度 優 れ た成 績 であ った。

3) K.pneumoniae

Fig.3に 示 す よ うに,THR-221のMICは0.05μg/ml

以 下 ～0.2μg/mlに 分 布 しその ピー ク は0.1μg/mlに あ

っ た。CZXのMICは 全 株0.05μg/ml以 下 にあ った。

CPZのMICは0.05μg/ml以 下 ～0.39μg/mlに 分布 しそ

の ピー ク は0.1μg/mlに あ っ た。CTMのMICは0.05

μg/ml以 下 ～0.2μg/mlに 分 布 しそ の ピー クは0.1μg/

mlに あ っ た。THR-221はCZXよ り劣 り,CTMと 同等,

CPZよ り1段 階程 度 優 れ た 成績 で あ った 。

4) P.mirabilis

Fig.4に 示 す よ う に,THR-221のMICは0.05μg/ml

以 下 ～0.78μg/m1に 分 布 しそ の ピー クは0.05μg/ml以

下 に あ っ た。CZXのMICは0.05μg/ml以 下 ～1.56μg/

mlに 分 布 しそ の ピ ー ク は0.05μg/ml以 下 に あ った。

CPZのMl-は0.39μg/ml～6.25μg/mlに 分 布 しそ の

ピ ー ク は0.78μg/mlに あ っ た 。CTMのMICは0,05μg/

ml以 下 ～12.5μg/mlに 分 布 し そ の ピー ク は0.2μg/ml

に あ っ た。THR-221はCZXと 同 等,CTM.CPZよ り数

段 階 程度 優 れ た成 績 で あ った 。

5) P.vulgaris

Fig.5に 示 す よ うに,THR-221のMICは0.05μg/ml

以 下 ～12.5μg/mlに 分 布 しそ の ピー ク は0.05μg/ml以

下 にあ っ た。CZXのMICは0.05μg/ml以 下 ～0.39μg/

mlに 分 布 し そ の ピー ク は0.05μg/ml以 下 に あ った。

CPZのMICは0.39～25μg/mlに 分 布 しそ の ピー クは

0.78μg/mlに あ っ た。CTMのMICは0.1～100μg/ml

に 幅 広 く分 布 し た。THR-221は-ZXよ り若 干 劣 り,
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CPZ,CTMよ り数段 階 程 度 優 れ た 成績 で あ っ た。

6) M.morgonii

Fig.6に 示 す よ う に,THR-221のMICは0.05μg/ml

以下 ～1.56μg/mlに 分 布 しそ の ピ ー ク は0.05μg/ml以

下 にあ っ た。CZXのMICは0.05μg/ml以 下 ～3.13μg/

mlに 分 布 しそ の ピー ク は0.05μg/ml以 下 に あ った 。

CPZのMICは0,78～50μg/mlに 分 布 しそ の ピ ー ク は

0.78μg/mlに あ っ た。CTMのMICは0.05μg/ml以 下

～12 .5μg/mlに 分 布 しそ の ピ ー ク は0.78μg/mlと12.5

μg/mlに あ った 。THR-221はCZXよ り1段 階,CTM,

CPZよ り4段 階程 度優 れ た成 績 で あ った。

7) Serratia

Fig.7に 示 す よ う に,THR-221のMICは 0.1～100

μg/ml以 上 に幅 広 く分 布 した 。CZXのMICは 0.05μg/

ml以 下 ～50μg/mlに 幅 広 く分 布 した 。CPZの MICは

0.39～100μg/ml以 上 に 幅 広 く分 布 した 。CTMのMIC

は0.2～100μg/ml以 上 に幅 広 く分 布 した 。THR-221 は

CZXよ り2～3段 階 程 度 劣 り,CPZと 同 等 で あ り,CTM

より同等 ～4段 階 程度 優 れ た 成績 で あ っ た。

8) P.aeruginosa

Fig.8に 示 す よ う に,THR-221のMICは 3.13～100

μg/ml以 上 に分 布 しそ の ピー ク は 12.5μg/ml と 100μg/

ml以 上 にあ っ た。CZXのMICは 全 株 100μg/ml 以 上 に

分布 した。CPZのMICは 0.78～100μg/ml 以上 に分 布 し

その ピー ク は3.13μg/mlと50μg/mlに あ っ た。THR-

221はCPZよ りも2段 階 程度 劣 る成 績 で あ っ た。

2. 臨床 的検 討

1) 臨床 効果(Table 1,2)

肺 炎9例 は著効1例,有 効5例,や や有 効2例,無 効

1例 であ り,有 効 率 は66。7%で あ っ た。 肺 気 腫+急 性 気

管支炎の1例 はや や 有効 で あ った。 肺 化 膿 症 の1例 は有

効 であ った。慢 性 気 道感 染 症 急性 増 悪6例 は著 効1例,

有 効3例,や や 有 効1例,無 効1例 で あ り有 効 率 は

66.7%で あ った。 全体 の有 効 率 は64.7%で あ った 。

2) 細菌 学 的効 果

Case 1で 分 離 され たS.pneumoniaeはE.faecalisに 菌

交 代 した。Case 3で 分 離 さ れ たS.epidermidisは 除 菌 さ

れた。Case 5はH.influenzaeか らP.aeruginosaに,Case

8はP.aeruginosaか らE.cloacaeに,Case 10はS.aureus

か らA.anitratusに そ れ ぞ れ菌 交 代 した 。Case 12で 分 離

されたP.aeruginosaは 持 続 した 。Case 13のP.mirabilis,

Case 16のH.influenzaeは そ れぞ れ 除 菌 され た。

3) 副 作用

THR-221が 原 因 と考 え られ る 自覚 的 な副 作 用 は み られ

なか った。 臨床検 査 値 異 常 と して末 梢 血 好 酸 球 増加 が2

例,GPT上 昇 が1例 み られ たが い ず れ も軽 度 で あ っ た。

4) 代表症例 の概略

Case 1: 67歳, 女性, 肺炎

気管支喘息 にて近医で治療中,約2週 間前か ら発熱,

咳嗽,喀 疲 あ り来院,胸 部X-Pに て右上肺野 に浸 潤影

を認 め入院 となる。本剤1回1g,1日2回,14日 間投

与 に よ り自覚 症状 改 善 し,CRP4+→ ±とな り,胸 部

X-P所 見,聴 診所見 の改善 もみ られ有効 と判定 した。

喀疲か らS.pneumoniaeが 分離 され本剤投与に よりE.fa-

ecalisに菌交代 した。

Case 2: 61歳, 男性, 肺炎

筋萎縮性側索硬化症 にて外来治療 中,2～3日 前か ら発

熱,咳 嗽,喀 痰あ り来 院,胸 部X-Pに て左 下肺野 に浸

潤影 を認め入院 となる。本剤1回1g,1日2回,15日

間投与 に より短期間 に自覚症状改 善 し,白 血球 数12700

→5700,CRP4+→-と な り,胸 部X-P所 見,聴 診所見

の改 善 もみ られ著効 と判定 した。本 剤投 与時にGPTが

24か ら47に増加 したが過去に も時々上昇のみ られたこと

もあ り,本 剤 との因果関係は「関係 あるか もしれない」と

した。

Case 3: 75歳, 男性, 肺炎

膵頭部癌にて減黄術 を施行 し経過良好であったが,約

1週 間前か ら発熱,咳 嗽,喀 疲あ り来 院,胸 部X-Pに

て右 中肺 野に浸潤影 を認 め入 院 となる。本剤1回1g,

1日2回,15日 間投与 により自覚症状改善 し,白 血球数

gooo→7000,-RP6+→+と な り,胸 部X-P所 見,聴 診

所見 の改善 もみ られ有 効 と判定 した。喀痩か らS.epide-

rmidisが 分離 されたが本剤投与 によ り除菌 された。 本剤

投与 中にGOT,Al-Pの 上昇がみ られたが基礎疾患 の膵

頭部癌 による ものと考 えた。

Case 5: 42歳, 女性, 肺炎

気管支拡張症 および顆粒球増多症 にて外来治療 中,3

日前か ら発熱,咳 嗽,喀 疲に伴 い呼吸困難 とな り来院,

胸部X-Pに て両下肺野 に浸 潤影 を認め入院 となる。本

剤1回1g,1日2回,14日 間投与 によ り解 熱 し,CRP

3+→+と な り,胸 部X-P所 見の改善 もみ られ有効 と判

定 した。喀痰か らH.influenzaeが 分離 され本剤投与 によ

りP.aeruginosaに 菌交代 した。

Case 10: 84歳, 男性, 急性気管支炎

肺気腫お よびそれに伴 う肺性心にて入 院中発熱,喀 疲,

呼吸 困難増 強 し本剤 を投与 した。1回2g,1日2回,

15日 間投与 によ りCRP2+→-と なったが,喀 疲量や呼

吸困難 などの 自覚症状 の改善が遅れやや有効 と判定 した。

喀疲 か らは本剤投 与前S.aureusが 分離 され投与 中止後

A.anitratusに 菌交代 した。

Case 11: 49歳, 男性, 肺化膿症

約3週 間前 か ら発熱,咳 嗽,喀 癌あ り近医で肺炎 と診
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Fig.1 Susceptibility distribution of clinical isolates of S. aureus

(27 strains, 106 cells/ml)

Fig.2 Susceptibility distribution of clinical isolates of E. coli

(27 strains, 106 cells/ml)
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Fig.3 Susceptibility distribution of clinical isolates of K. pneumoniae

(27 strains, 106 cells/ml)

Fig.4 Susceptibility distribution of clinical isolates of P. mirabilis

(25 strains, 106 cells/ml)
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Fig.5 Susceptibility distribution of clinical isolates of P. vulgaris

(27 strains, 10 cells/ml)

Fig.6 Susceptibility distribution of clinical isolates of M. morganii

(26 strains, 106 cells/ml)
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Fig. 7 Susceptibility distribution of clinical isolates of Serratia sp.

Fig. 8 Susceptibility distribution of clinical isolates of P . aeruginosa
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Table 1 Results of clinical trials with  TIIR-221

N.F.: Normal flora
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断され,Minocyclineの 投 与 を受 けていたが咳徽,喀 痕

増強し,血 疲 を伴 うようになったため紹介入院 となる。

胸部X-Pに て右上 肺野に空洞 を伴 う浸潤 影がみ られ肺

化膿症 と診断 した。本剤1回29、1日2回 。14日 聞投

与により自覚症状改善 し,白 血球数1000→8500,赤 沈値

55→14とな り有効 と判定 した。

Case13;70歳,男 性,慢 性気道感染症急性増悪

肺気腫,肺 嚢胞症に伴 う慢性気道感染症 にて治療中,

2-3日 前 より発熱,膿 性疲が みられ呼吸困難増強 し本剤

を投与 した。1回19,1日2回,15日 聞投 与に より解

熱,呼 吸困難軽減 し,白 血球 数28100→5700,CRP2+

→+と な り著効 と判定 した。喀痰 か らはR棚 箔bilisが

分離 され本剤投与 によ り除菌 された。

Case16:63歳,男 性,慢 性気遭感染症急性増悪

気管支拡張症 による慢 性気道感染症 にて外 来治僚中,

6～7日 前 よ り発熱,膿 性疲 がみ られ,Cefaclorを 投与 し

ていたが呼吸 困難増強 したため入院 となる。本剤1回2

g,1日2回,14日 聞投 与に よ り解熱,喀 演i量減少,呼

吸困難軽減 し,CRP2+→-と な り有効 と判定 した。喀

疲か らはH,influenzaeが 分離 され本剤投与 によ り除菌 さ

れた。なお本剤投与中に好酸球が増加 したが,終 了6日

後には正常 となった(0→11→4%)。

Case17:46歳,男 性,慢 性気遭感染症急性増悪

気管支拡張症 による慢性気 遭感染症にて他院で治療中,

Table 2 Laboratory findings before and after administration of THR-221

B: Before treatment A. After treatment
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6～7日 前 よ り発熱 、 膿 性 痰 が み られ,呼 吸 困 難 が増 強 し

た ため 当 科 来 院 し入 院 と な る。 本 剤1回19,1日2回,

14日 聞 投 与 に よ り解 熱,喀 痰 の性 状 の 改 善,呼 吸 困難 軽

減 し,CRP+→-と な り有効 と判 定 した 。

皿.考 案

THR-221(Cefodizlme)は ヘ キ ス ト社 と ルセ ル社 で 合 成 、

開発 され た 新 しい注 射 用 セ フェ ム系 抗 生 剤 で あ る。 私 ど

もが 測 定 した臨 床 分 離 菌 に 対 す る本 剤 のM1Cを 既 存 の

セ フ ァ ロ ス ポ リ ン剤 で あ るCZX。CPZ,CTMの そ れ と

比 較 す る と,S,aure粥27株 で は,THR-221は3、13～50

μg/mlに 分布 しそ の ピ ー クは3.13と6.25μg/mLに あ り、

CZX,CPZ,CTMに 比 し 劣 っ た。E.coli27株 で は,

THR-221は0.05μg/ml以 下 ～0.39μg/m1に 分 布 し ピー

クは0.1μg/mlに,K.Pnuemoniae27株 で は,THR-221は

0.05μg/ml以 下 ～0.2μg/mlに 分 布 しピ ー ク は0.1μg/

mlに あ っ た。 と も にCZXよ り劣 り,CTMと 同 程 度 、

CPZよ り優 れ た抗 菌 力 で あ った 。P.mirabilis25株 で は.

THR-221は0.05μg/ml以 下 ～0.78μg/mlに 分 布 し ピー

ク は0-05μg/ml以 下 に あ り,CTM,CPZよ り優 れCZX

と 同 程 度 の 抗 菌 力 で あ っ た。Pvulgaris27株 で は,

THR-221は0.05μg/ml以 下 ～12.5μg/mlに 分 布 し ピー

ク は0.05μg/ml以 下 に あ り,CZXよ り若 干 劣 る が,

cpz,CTMよ り優 れ た抗 菌 力 で あ っ た。M.morganii26

株 で は,THR-221は0.05μg/ml以 下 ～1.56μg/mlに 分

布 し ピ ー ク は0.05μg/ml以 下 に あ り,CTX,CTM,

CPZよ り優 れ た 抗 菌 力 で あ っ た 。Semtia27株 で は,

THR-221は0.1～100μg/ml以 上 に 幅広 く分布 しCZXよ

り劣 り,CPZと 同等,CTMよ り優 れ た抗 菌 力 で あ った 。

Eareugimsa27株 で は,THR-221は3.13～100μg/ml以

上 に 分布 しピ ー クは12.5μg/mlと100μg/ml以 上 に あ り,

CPZよ り劣 る 抗 菌 力 で あ っ た。 今 回私 ど も は測 定 して

い な い が,THR-221はS)pyogm5,H.influenzae,N.go-

norrhoeaeに 対 して も強 い 抗 菌 力 を示 す と報 告 され1)、 い

わ ゆ る第 三 世 代 セ フ ェ ム系抗 生 剤 の 範疇 に 入 る抗 菌 力 と

考 え られ る。 また優 れ た臓 器 ・組 織 移 行性 を示 し,さ ら

に マ ウス の 白 血球 やマ ク ロフ ァー ジに よる殺 菌 の 増 強効

果が認め られている%

この ような特徽 を有す る本剤 を臨床面での有用性を検

討するため肺炎9例,肺 気腫+急 性気管支炎1例 、肺化

膿 症1例,慢 性気遵感染症急性増悪6例,急 性気管支炎

+気 管 支喘息1例 の計18例 に本剤 を使用 した。そして感

染症状 に乏 しい急性 気管支炎+気 管支喘息 を除 く17例を

効 果 判 定対 象 と した。 そ の臨 床効 果 は,有 効以上は

64.7%,や や有効以上は88、2%で あ った。細薦学的効果

は,S4m賜 例伽1株 、S.aureus1株,S,epidpidermidis1

株,H.influenzae2株,P.mirabis1株,P,aeruginsa1

株 が除菌 され,投 与後 にE.faecalis1株,E,clome1株,

naerugimsz2株,A.a"itratus1株 が分離 された。抗菌

スペ ク トル をよ く反映 した結 果 と考 えられた。個々に検

肘する と,肺 炎で は66.7%の 有効率であ り,気 管支喘息、

筋萎縮性側索硬化症,膵 癌,肺 表胞症,気 管支拡張症,

肺癌術 後などの基礎疾患 を有す る患者においても有効以

上の効果が得 られた。一方,や や有効例 はびまん性汎細

気 管 支 炎,肺 線 維症 の 基礎 疾 患が あ り,無 効例 はE

ae伽gi"03aが 原 因であ った。慢性 気道感 染症の有効率は

66.7%で あ り,比 較的高 い有効率であった。やや有効例

は肺炎でのやや有効例 と同一症例 のび まん性汎細気管支

炎例 で あ り,無 効例 は やは りP.aeruginosaが 原因菌で

あ った。臨床 検査値 異常 として好 酸球増加2例 、GPT

上昇1例 がみ られたがいずれ も軽度であった。

今回対象 となった症例 は呼吸器系 や全身性の基礎疾患

を有する症例 が多 いにもかかわ らず64.7%の 高い有効率

が得 られ,副 作用 も軽度で ある ことより,本 剤はcom-

munityacquiredお よびhospitalacquired各 種呼吸器感

染症に有用性が高 いと考えた。
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BASIC AND CLINICAL STUDY ONCEFODIZIME(THR-221)
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We compared the activity of cefodizime(THR-221) with those of CZX, CPZ and CTM against clinical isolates.

Against 27 strains of S. aureus, THR-221 showed a distribution of 3.13-50 pg/ml with peak MICs of 3.13 and 6.25

pg/ml. This activity was inferior to those of CZX, CPZ and CTM. Against 27 strains of E. coli, THR-221 showed a dis-

tribution of <0.05-0.39 pg/ml with a peak of 0.1 pg/ml, and against 27 strains of K. pneumoniae a distribution of <

0.05-0.2 pg/ml with a peak of 0.1 p g/ml. These activities were, however, inferior to that of CZX, similar to that of

CTM and superior to that of CPZ for these 2 species. Against 25 strains of P. mirabilis, it showed a distribution of <

0.05--0.78 pg/ml with a peak of <0.05 p g/ml. Its activity was superior to that of CTM, CPZ and similar to that of

CZX. Against 27 strains of P. vulgaris, it showed a distribution of <0.05-12.5pg/ml with a peak of <0.05 pg/ml. Its

activity was slightly inferior to that of CZX, but superior to that of CPZ and CTM. Against 26 strains of M. morganii, it

showed a distribution of <0.05-1.56pg/ml with a peak of <0.05 pg/ml an activity superior to that of CZX, CTM

and CPZ. Against 27 strains of Serratia, it showed a wide distribution of 0.1 >100 pg/ml, and inferior to that of CZX,

equal to that of CPZ and superior to that of CTM. Against 27 strains of P. aeruginosa, it showed a distribution of 3.13•`

> 100 pg/ml with a peak of 12.5 pg/ml, and inferior to that of CPZ.

Clinical study : THR-221 was given to a total of 18 patients : 9 with pneumonia, 1 with pulmonary emphysema + acute

RTI, 1 with lung abscess, 6 with acute exacerbation of chronic RTI and 1 with chronic bronchitis + bronchial asthma.

Only 17 patients were eligible for evaluation because 1 had signs of an unclear infection.

Patients included 14 males and 4 females aged 36-84 84 years. Daily doses were 2-4 4 g b.i.d., and the duration of ther-

apy 3-21 21 days (average : 13.1 days) . Clinical efficacy was good or better in 64.7% and fair and better in 88.2% . Bac-

teriologically, 1 strain each of S. pneumoniae, S. aureus, S. epidennidis, P. mirabilis and 2 strains of H. influenzae were eli-

minated, and the following organisms were isolated after administration : 1 strain each of E. faecalis, E. cloacae and A .

anitratus and 2 of P. aeruginosa. As adverse reactions, 2 cases of eosinophilia and 1 of elevated GOT occurred, but these

were mild.


